
２０１６東京「障害」児教育研究集会 

１０月２９日（土） 
会場 ラポール日教済 
 

  

 

 

Ⅰ全体会（10：00～12：00）        Ⅱ分科会（13：00～16：30） 

（1）第６５次日教組教研報告 

（2）特別アピール  

   相模原障害者殺傷事件について 

（3）記念講演 

   山田 真さん 

 

「能力主義･競争主義を超えて」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                 

 

 

受付 9 時 30 分 
開会 10 時 

・ JR 線(有楽町・市ヶ谷・池袋)から地下鉄有楽町線(江
戸川橋駅) 2 番出口より徒歩 6 分 

・ JR 線(大手町・飯田橋・高田馬場)から 

地下鉄東西線(神楽坂駅)矢来町方面出口より徒歩 5分 

第一分科会 

 中学校での実践と普通学級で学んだ経験の報告から、共に

学び育つために必要なことは何かを話し合います。 

「アートで気持ちのワープ」 

大川 葉菜 （調布市立第六中学校） 

「学校が辛いよ！ 

～これから必要な学校の姿～」 

    雪 琢磨（自立生活企画・ 

全国障害学生支援センター） 

 

第二分科会 

 高校の実践と療育の問題と進学について話し合

います。 

「一緒がいいなら最初から～インクルーシブ

教育の実現で社会を鍛えよう」 
   柴田 靖子（保護者） 
「都立高校の現在 ～高校と特別支援学校の連

携とは～」 
斉藤 克彦 （町田高校 定時制) 

 

  斉藤克彦（都立高校） 

 

 

  

 

 

 小児科医 

「障害児・者」の高校進学を実現
する連絡協議会 

主催：都障労組 東京教組 
（03）3223-8616（都障労組） 

（03）5276-1311（東京教組） 

 

 

 

山田さんは八王子中央診療所の小児

科医として働きながら、能力主義や優

生思想に対して反対を述べ続けてきて

います。雑誌「小さい・おおきい・よ

わい・つよい」（ジャパンマシニスト

社）の編集者でもあります。ワクチン

接種の問題や福島の放射線被害につい

ても、小児科医の立場から問題を訴え

続けています。 

今回は、特別支援教育や全国学テな

ど、能力主義・競争主義をあおる教育

に抗し、インクルーシブな社会を目指

す考えについてお話ししていただきま

す。 


